
 

学長定例記者会見 発表事項１（資料）     

 

平成２９年３月２４日 

 

「情報科学部」の設置(申請中) 

 

 

【概要 】  

広島大 学は、平 成 30 年 4 月 に 12 番 目の学 部とし て、デー タサ イ エンス とイン フォ マ

ティク ス（情 報学 ）に 関する 高次な 素養 を体 系的・ 統合的 に備 え、 さまざ まな分 野に お

ける個 別の課 題例 にも 精通し た人材 を育 成す る「情 報科学 部」 を設 置 予定 です 。  

学科は 情報科 学科 の 1 学科で、「デ ータサ イ エンス コース 」と 「イ ンフォ マティ クス

コース 」の 2 つの 履修 コース を設け ます 。前 者は 、統計 学を ベース とした データ 解析 に

重きを 置き、 高次 元か つ大量 の デー タを 的確 に分析 する能 力を 持つ 人材 育 成を、 後者 は

コンピ ュータ 、情 報処 理、情 報シス テム 、情 報数理 等を含 めた 情報 学全般 を幅広 く統 合

した知 識を身 に付 けた 高度情 報化社 会を 支え るエン ジニア の育 成を 目指し ていま す。  

入学定 員は 1 年次 80 人、 3 年 次編 入学定 員 5 人で、 収容 定員は 330 人です 。  

また、 情報科 学部 を広 島大学 におけ るデ ータ サイエ ンスと イン フォ マティ クス教 育の

中核ハ ブと位 置付 け 、 情報科 学部が 開講 する 授業科 目を全 学へ 提供 し 、デ ータサ イエ ン

スとイ ンフォ マテ ィク スの汎 用性を 全学 的に 浸透さ せ 、大 学全体 の 機能強 化に結 び付 け、

我が国 の情報 教育 に貢 献しよ うとす るも ので す 。  

 

 

【背景 】  

急速な グロー バル 化に 伴い経 済・社 会・ 環境 の複雑 化が進 展す るな かで 、 我が国 の国

際的優 位性・ 競争 力を 維持・ 向上す るた めに は 、さ まざま な組 織に おいて 自ら課 題を 発

見し解 決する 能力 を有 する人 材が不 可欠 とな ってい ます。 また 急速 な情報 化が進 むな か

で、「 ビッ グデー タ 」等の膨 大な情 報・デー タを効 率的に 処理 分析 し 、エビデ ンス に基づ

いた組 織戦略 及び 立案 を担え る人材 の養 成が 喫緊の 課題と なっ て い ます。 さらに デー タ

に基づ く科学 的な 思考 の訓練 によっ て獲 得さ れた高 度なデ ータ 処理 及び分 析能力 を有 す

る人材 は 、国 内外 の企 業組織 のみな らず 、政 府等公 的機関 、初 中高 等教育 機関 、 非営 利

組織、 シンク タン ク等 におい ても強 く求 めら れてい ます。  

 具体 的には 、  

・デー タ・情 報に 焦点 を当て て物事 を分 析・ 解決す るデー タサ イエ ンスは 、汎用 性が 高

く、様 々な分 野で ニー ズがあ ります 。  

・放射 線災害 や気 象変 動のよ うな全 地球 規模 の問題 解決や 、ゲ ノム 配列、 消費者 行動 分

析に代 表され るビ ッグ データ の処理 ・解 析な どに対 しては 、複 合的 に絡み 合う社 会 的

ニーズ や課題 を俯 瞰し 、領域 横断的 な解 決策 を探る ことが 求め られ ます。  

・分析 対象と なる デー タ・情 報を処 理す るた めにイ ンフォ マテ ィク スに関 する素 養が 必



須です 。  

このよ うに、 デー タサ イエン スとイ ンフ ォマ ティク スを体 系的 ・統 合的に 扱うこ とが

できる 人材が 求め られ ていま すが、我が国 に は学部 レベル でそ のよ うな教 育組織 はな く、

既存の 学部学 科の 専門 領域に 分散し て行 われ ていま す。  

本学は これら の社 会的 ・学術 的ニー ズに 応え 、新学 部を設 置し ます 。   

 

 

【コン セプト ・特 徴】  

・学部レ ベル のデー タ サイエ ンスと イン フォ マティ クスの 体系 的・統合的 教育組 織で す。  

 

 

 

【学び の特色 】  

・「デー タサ イエン ス コース 」と「 インフ ォ マティ クスコ ース」の ２コー ス制（ ３年次 に

コース 分け）  

・国際 社会で グロ ーバ ルに活 躍する ため の基 本的素 養・能 力の 修得  

・両コ ース共 通の 基盤 となる 知識と 技能 の修 得  

・グロ ーバル 化が 進む 社会で 活躍で きる 能力 の修得  

・ビッ グデー タや 高次 元デー タを含 む多 様な 質的量 的デー タの 処理 分析技 術の修 得  

・デー タサイ エン スコ ース： データ 分析 の基 盤とな る技術 を修 得  

・イン フォマ ティ クス コース ：今日 の高 度情 報化社 会を支 える 高度 な情報 処理技 術を 修

得  

 

 

【どの ような 人材 を養 成する のか】  

「今日 の高度 情報 化社 会の基 盤を支 える シス テムエ ンジニ ア」と し ての能 力と 、「 IT

コンサ ルティ ング やデ ータ分 析も可 能な 情報 サービ スアナ リス ト」 として の能力 を獲

得した ハイブ リッ ド人 材を養 成しま す。 また 、近年 のビッ グデ ータ の集積 、人工 知能

(AI)に おけ る ブ レイ ク スル ー 、 IoT の 発 展等 に伴 っ て 複雑 化 かつ 膨 大化 し た 情報 を適

切に管 理し 、 処理 分析 できる 能力を 身に 付け ます。  

 

 

【入学 者選抜 の特 徴】  

文系・理 系に 関わら ず アドミ ッショ ンポ リシ ーに沿 った人 材を、知 識・技能 、思 考 力 ・

判断力 ・表現 力、 主体 性・協 調性な どの 重点 評価項 目に基 づき 選抜 します 。  

企 業 ･政 府  



 

 

【想定 される 進路 】  

・情報 データ の大 容量 化・複 雑化に 伴う ハー ド（機 器）と ソフ ト（ プログ ラミン グ／ ソ

フトウ ェア） の技 術開 発を支 える民 間企 業（ 情報機 器開発 、シ ステ ム開発 、サー ビス

ソリュ ーショ ン等 ）の データ サイエ ンテ ィス トやシ ステム エン ジニ ア  

・ソリ ューシ ョン サー ビス産 業、金 融、 保険 、マー ケティ ング 、小 売業、 生産・ 品質 管

理など のソリ ュー ショ ン系エ ンジニ ア及 びア ナリス ト、サ ーバ ・ス トレー ジエ ン ジニ

ア、ソー シャ ルアプ リ ケーシ ョンプ ロバ イダ 、ＩＴコ ンサ ルタン ト 、Web デ ザイ ナー、

アプリ ケーシ ョン エン ジニア  

・製造業・金融・ＩＴ・医療・製薬  ・教育・サービ ス等 の産業 界 に貢献 するデ ータ アナ

リスト 、情報 サー ビス アナリ スト、 民間 及び 公共機 関の研 究所 等で のリサ ーチ・ アソ

シエイ ト等、 デー タ分 析のス ペシャ リス ト  

・高等 学校教 諭（ 情報 ・数学 ）  

・大学 院への 進学  

など  

 

上記の 内容に つい ては 申請中 であり 、今 後変 更する 場合が あり ます 。 

 

 

 


